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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品説明等の表示を施すための表示用台紙部（Ａ）と、該表示用台紙部（Ａ）の前面側
において被包装物の略全体を表示用台紙部（Ａ）と共に包装すべく、後方側に開口した収
容部（Ｂ）とを備え、表示用台紙部（Ａ）は収容部（Ｂ）の外形よりも大きな面積を有し
ており、表示用台紙部（Ａ）と収容部（Ｂ）は、一枚の展開状のプラスチックシートから
形成されており、収容部（Ｂ）は、収容部（Ｂ）の前面を構成する前壁部（１）と、一方
の側縁部において前壁部（１）と連設され且つ、前壁部（１）の外形に略沿って曲げられ
て収容部（Ｂ）の周面を構成する帯状片部（４）とを備え、表示用台紙部（Ａ）と前壁部
（１）と帯状片部（４）とで被包装物の略全体が包囲されていることを特徴とする包装ケ
ース。
【請求項２】
　表示用台紙部（Ａ）、表示用台紙部（Ａ）と前壁部（１）の下縁部同士を連結する連結
片部（３）、前壁部（１）、帯状片部（４）の順に連設された展開状のプラスチックシー
トが使用され、連結片部（３）が載置面となって包装ケースは自立可能に構成されており
、帯状片部（４）の他方の側縁部には固定片部（５）が延設され、該固定片部（５）で帯
状片部（４）は表示用台紙部（Ａ）と固定され、帯状片部（４）の両端部（４ａ）同士が
連結片部（３）の内側で繋ぎ合わせられている請求項１記載の包装ケース。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明の属する技術分野】
本発明は、種々の商品を被包装物として包装するための包装ケースの改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、この種の包装ケースとしては、紙製の台紙部と、プラスチックシートをシート成
形することにより、後方側に開口する収容凹部が形成された収容部とから構成された、い
わゆるブリスターパックが多用されている。
そして、台紙部にはその両面に商品説明等の表示が印刷により施され、プラスチックシー
トは透明なものが使用されて前面側から商品が透視可能となっており、店頭での陳列に適
している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、シート成形のための成形型が必要で、また、製造工程においても、シート
成形工程が必要で製造設備が大型化する。しかも、紙とプラスチックシートという二種類
のシート材が必要にもなる。
従って、大量生産には好適であるものの、多品種小ロット生産にはコスト等の観点から必
ずしも適したものとは言えない。
また、紙とプラスチックを分別廃棄しなければならないという問題もある。
【０００４】
そこで本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされ、ブリスターパックの代替品として、
製造コストが少なく製造容易であって小ロット生産に適した包装ケースを提供することを
課題とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記課題を解決すべくなされたものであり、本発明に係る包装ケースは、商
品説明等の表示を施すための表示用台紙部と、該表示用台紙部の前面側において被包装物
の略全体を表示用台紙部と共に包装すべく、後方側に開口した収容部とを備え、表示用台
紙部は収容部の外形よりも大きな面積を有しており、表示用台紙部と収容部は、一枚の展
開状のプラスチックシートから形成されており、収容部は、収容部の前面を構成する前壁
部と、一方の側縁部において前壁部と連設され且つ、前壁部の外形に略沿って曲げられて
収容部の周面を構成する帯状片部とを備え、表示用台紙部と前壁部と帯状片部とで被包装
物の略全体が包囲されていることを特徴とする。
【０００７】
更に、表示用台紙部、表示用台紙部と前壁部の下縁部同士を連結する連結片部、前壁部、
帯状片部の順に連設された展開状のプラスチックシートが使用され、連結片部が載置面と
なって包装ケースは自立可能に構成されており、帯状片部の他方の側縁部には固定片部が
延設され、該固定片部で帯状片部は表示用台紙部と固定され、帯状片部の両端部同士が連
結片部の内側で繋ぎ合わせられていることが好ましい。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の包装ケースの一実施形態について図１乃至図５を参酌しつつ、説明する。
【０００９】
本実施形態における包装ケースは、商品説明等の表示を施すための表示用台紙部Ａと、該
表示用台紙部Ａの前面側において、被包装物としての円柱状物品Ｃの略全体を表示用台紙
部Ａと共に包装すべく、後方側に開口した収容部Ｂとを備える。
【００１０】
収容部Ｂは、円柱状物品Ｃの軸線が前後方向となるように該物品Ｃを収容すべく物品Ｃの
外形に沿った形状とされており、収容部Ｂの前面を構成する略円形状の前壁部１と、該前
壁部１と表示用台紙部Ａとの間に位置して、収容部Ｂの略円筒状の周面を構成する帯状片
部４とから構成される。そして、前壁部１、帯状片部４及び表示用台紙部Ａによって物品
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Ｃの略全体を包囲する構成となっている。
【００１１】
また、表示用台紙部Ａは、略矩形に形成され、収容部Ｂの外形よりも大きな面積を有して
いる。即ち、表示用台紙部Ａは、収容部Ｂの外形よりも外側にはみ出したはみ出し部Ａ１
を有しており、上方側には吊下用孔２が形成されて吊り下げ可能になっている。
【００１２】
かかる包装ケースは、図５に示すような一枚の展開状のプラスチックシートから形成され
ている。即ち、かかる展開状のプラスチックシートにおいて、その一方側から順に表示用
台紙部Ａ、連結片部３、前壁部１、帯状片部４、固定片部５が縦方向に連設され、これら
の部位は折曲罫線が刻設された折り目６を介して区画されている。
【００１３】
表示用台紙部Ａには、吊下用孔２、固定片部５の差し込み用スリット７、固定片部５の係
止用孔８が縦方向に並んで形成されている。また、連結片部３は、表示用台紙部Ａと前壁
部１の下縁部同士を連結し、表示用台紙部Ａや前壁部１よりも幅狭である。更に、帯状片
部４は、横方向に沿って略一定幅の細長い帯状であり、その一方の側縁部略中央において
前壁部１と折り目６を介して連設され、前壁部１の外形一周分以上の長さを有している。
尚、この帯状片部４が前壁部１の外形に沿って筒状に曲げられ、両端部４ａ同士が繋ぎ合
わせられて収容部Ｂの略円筒状の周面を構成する。その繋ぎ合わせのために、帯状片部４
は、その一方の側縁部における一端部側にスリット状の切欠部９が幅方向に沿って形成さ
れ、他方の側縁部における他端部側にも左右対称の位置関係を有して同形状のスリット状
の切欠部９が形成されている。そして、左右のスリット状の切欠部９同士を係合させるこ
とで筒状となる。（図２、図３参照）
【００１４】
一方、固定片部５は、帯状片部４の他方の側縁部略中央位置に折り目６を介して延設され
、その先端部には左右両側に張り出した係止用張り出し部５ａが形成されて、全体として
略逆Ｔ字状を呈している。
【００１５】
ここで、プラスチックシートとしては、被包装物を透視可能な透明、半透明のものを使用
でき、例えば、厚さ０．１ｍｍ乃至０．５ｍｍ程度のポリエステル、ポリプロピレン、ポ
リ塩化ビニル製のシートを用いることができる。そして、表示用台紙部Ａの両面の所定箇
所に印刷が施され、所定形状に打ち抜かれる。
【００１６】
以上のような展開状のプラスチックシートを使用した包装ケースの組立について説明する
。
【００１７】
まず、スリット状の切欠部９同士を係合させて帯状片部４を略円筒状にして収容部Ｂの周
面を形成する。このように両端部４ａ同士を相互に係合させることによって容易に繋ぎ合
わせることができる。
【００１８】
そして、前壁部１を折り目６で折り曲げて後方側に開口した収容部Ｂを形成してその収容
部Ｂに被包装物を入れ、更に、前壁部１と連結片部３との間、及び、連結片部３と表示用
台紙部Ａとの間を各々折り目６で折り曲げる。これにより、表示用台紙部Ａと前壁部１と
が略平行となり、且つ、表示用台紙部Ａで収容部Ｂの開口が略閉口されて、表示用台紙部
Ａと前壁部１と帯状片部４とで円柱状物品Ｃの略全体が包囲される。
【００１９】
その後、固定片部５を差し込み用スリット７に差し込み、表示用台紙部Ａの後面から引き
出した固定片部５の先端部を図４のように係止用孔８に前方側へと押入する。固定片部５
の先端部は、係止用張り出し部５ａが形成されていて係止用孔８の開口面積に比して大き
いため、この係止用張り出し部５ａが係止用孔８の開口縁部で係止され、その結果、固定
片部５で帯状片部４を表示用台紙部Ａに固定することができる。
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【００２０】
以上のようにして一枚の展開状のプラスチックシートから図１に示すような包装ケースを
簡単に組み立てることができる。また、シート各部位の係合により固定する構成なるため
、固定に接着剤を使用する必要もない。
【００２１】
更に、前壁部１と連設された帯状片部４で周面を構成したことにより、被包装物の略全体
を容易に包装することができ、包装ケース全体が透視若しくは半透明のプラスチックシー
トから形成されているので、基本的に全方向から被包装物を透視可能である。
【００２２】
また、被包装物を包装ケースで包装した包装体は、吊下用孔２を用いて吊り下げ陳列され
る以外にも、連結片部３が載置面となって自立状態で陳列等される。このように包装ケー
スを自立状態とする場合、図２及び図３のように、繋ぎ合わせられた帯状片部４の両端部
４ａが連結片部３の内側位置において繋ぎ合わせられているので、自立の際の邪魔になら
ない。しかも、帯状片部４の両端部４ａが各々連結片部３から左右方向にはみ出した状態
となるので、このはみ出した帯状片部４の両端部４ａによって、包装ケースの接地面積が
連結片部３のみの場合に比して増加し、自立状態がより一層安定する。また、繋ぎ合わせ
た部分が下側にあるので見えにくく外観上も良好である。
【００２３】
尚、円柱状物品Ｃの形状に合わせて帯状片部４を円筒状とした場合について説明したが、
図６のようなプラスチックシートを使用して正面視略矩形の収容部Ｂを構成するようにし
てもよい。その場合、帯状片部４を折り曲げて角筒状の周面を構成するので、同図の如く
、帯状片部４の所定箇所に幅方向に沿った折り目６を形成することが好ましい。
【００２４】
また、表示用台紙部Ａと前壁部１の下端部同士を連結する連結片部３に代えて、図７や図
８のように、表示用台紙部Ａと前壁部１との間の位置に帯状片部１０を設けることも可能
である。即ち、帯状片部１０の一方の側縁部において前壁部１が連設され、他方の側縁部
において表示用台紙部Ａが連設される構成である。この構成では、図７のように、帯状片
部１０の略中央位置に表示用台紙部Ａと前壁部１とが位置する構成とする他、図８のよう
に、帯状片部１０の一端部に表示用台紙部Ａと前壁部１とを位置させることもできる。更
に、図７や図８の構成では、前壁部１の上縁部と表示用台紙部Ａとを連結するための連結
片部１１が、前壁部１の上縁部に延設され、該連結片部１１から更に固定片部５が延設さ
れている。そして、図７の構成では、帯状片部１０が連結片部１１の内側（下方側）位置
で両端部１０ａがスリット状の両切欠部９で繋ぎ合わせられるが、連結片部１１の外側で
繋ぎ合わせてもよい。同様に図５や図６の場合でも連結片部３の外側で帯状片部４を繋ぎ
合わせることもできる。
【００２５】
一方、図８の構成では、長手方向先端部（一端部）に係止用張り出し部１２が形成され、
該先端部が一周して基端部（他端部）に設けられた係止用孔１３に差し込まれて係止され
て筒状となる構成である。
【００２６】
このように、帯状片部の両端部同士を繋ぎ合わせる構成も種々の構成を採用でき、無論、
接着等によって繋ぎ合わせてもよい。また、帯状片部の両端部同士を繋ぎ合わせる以外に
も、その端部を連結片部に直接繋ぐこともできる。
更に、表示用台紙部Ａと前壁部１との間、前壁部１と固定片部５との間に、収容部Ｂの周
面の略半周分の長さの帯状片部を各々設ける構成とすることもできる。
【００２７】
何れにしても、一方の側縁部において前壁部１と連結された帯状片部を設け、該帯状片部
を前壁部１の外形に略沿って曲げることによって収容部Ｂの周面を構成することにより、
被包装物の前後両面のみならず略全体を容易に包囲することができるのである。
【００２８】
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尚、固定片部５の表示用台紙部Ａとの固定方法についても適宜設計変更可能であり、例え
ば、係止用張り出し部５ａに代えて、図９のように、固定片部５の先端部に切り込み５ｂ
を形成し、切り込み５ｂによって区画される舌片状の差込部５ｃを表示用台紙部Ａの係止
用孔８の開口縁部にひっかけて固定することもできる。無論、固定片部５を直接表示用台
紙部Ａの後面や前面に貼着してもよい。また、固定片部５を例えば帯状片部の他方の側縁
部に複数箇所設けることもできる。
【００２９】
【発明の効果】
以上のように、一枚の展開状のプラスチックシートから被包装物の略全体を覆うことがで
きる構成としたので、ブリスターパックのようなシート成形が不要となり、製造が容易且
つ安価となって小ロット生産に好適である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態における包装ケースを示す斜視図。
【図２】同包装ケースの要部を示す一部破断線を含む背面図。
【図３】同包装ケースの一部破断線を含む底面図。
【図４】図２のＰ－Ｐ断面図。
【図５】同包装ケースの展開図。
【図６】他実施形態における包装ケースの展開図。
【図７】他実施形態における包装ケースの展開図。
【図８】他実施形態における包装ケースの展開図。
【図９】他実施形態における包装ケースの要部を示す背面図。
【符号の説明】
Ａ…表示用台紙部、Ｂ…収容部、Ｃ…円柱状物品（被包装物）、１…前壁部、２…吊下用
孔、３，１１…連結片部、４，１０…帯状片部、４ａ…端部、５…固定片部、５ａ，１２
…係止用張り出し部、５ｂ…切り込み、５ｃ…差込部、６…折り目、７…差し込み用スリ
ット、８，１３…係止用孔、９…切欠部
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